


















2ヲ地方・火山灰地における牧草地土援の理化学的特性とその施肥法に関する誠験11根多 

茎数も多く私数もまた同  11iな{母i[l"Jにあった。 2年 はとれによ り生理障害ミ;受けやすかったのでるる

目(昭和32{ド)は ， ~rn以照 J(T涼主主気象条件でオー が，特に筆業;:t'，i#:}ju.iiliの場合tこは出穂が詫しく阻

チヤー ドグラスのよう に，やや出iiEを要する牧草  害せられた。乙の状況を次の写真で示す。

オ ーチヤ ー ドにおける家主長施用 ñtの生三官tJ).び出秘に及{ます )~~tJ 

1.88kg 	 釜索 5.63kg 

燐酸主力日旦は各区とも5631氾ずつ施用， 

2) 収量調査  3ヵ年fi¥Jの10a当 り乾草収量を 試験の方式に従い，分散分析を行し、その結果を第 

第10表ーに掲げた。また乾常収誌について  33 混同 11表に示した。 

室京 11.25kg 
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以上の成wからオーチヤ{ドグラスも，チモシ

ーと ほぼ類似の傾向を有することがわかった。た

だしチモγ ーとの相異点は

イ)オーチヤードグラスは再生力が甚だ強い牧

草でる り 1番草の収量のみを比較するとオ{チ

ヤード グラスはチモシーの半分の収量 しかたい  

が 2有干草では逆に方ーチヤードグラスの収量が

チモγ {の約  2倍に達する。従って  1， 2番草の

合計収訟をと比i陵すると，両者の問には大主的主主主く

主主る。

ロ) 2番草に3なける窒素の残効は相当大き くて

、。L若手刈跡地牧草収量は甚だ高1窒素を多用 した 
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